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昭
和
三
年
十
月
二
十
三
日
制
定

作
詞
/
三
井

中
之

作
曲
/
東
京
高
等
音
楽
学
院

一
、
我
等
は
日
本
に
生
ま
れ
た
り

神
の
御
代
よ
り
一
系
の

皇
統
戴
く
我
国
に

生
れ
し
こ
と
の
う
れ
し
き
よ

皇
国
の
集
え
は
天
地
と

共
に
窮
り
な
か
る
べ
し

昭
和
二
十
三
年

作
詞
/
上
条

馨

作
曲
/
小
松

滞

一
、

甲
斐
の
囲

み
中
に
建
ち

古
へ
ゆ

雄
心
侍
へ

新
し
さ

世
の
鑑
と
し

鱒
瞭

田
園

二
、
大
和
島
根
に
山
め
ぐ
る

甲
斐
の
園
あ
り
水
滴
き

郷
土
の
歴
史
顧
み
よ

我
等
の
務
め
軽
か
ら
ず

見
よ
や
南
に
富
士
ケ
嶺
は

皇
国
の
鎮
め
と
聾
え
た
り

こ
の
学
舎
に

ま
た
日
に
新
た

の
ぞ
み
を
も
ち
て

理
究
め

三
、
大
海
原が

風
を
も
凌
ぎ
つ

皇
国
を
諸
共
に

聾
え
立
つ

清
さ
哉

芙
蓉
の
高
根

甲
斐
の
山
川

玉
と
磨
き
て

国
民
攣
り
て
園
の
た
め

擬
ま
ず
萎
縮
ま
ず
辟
易
が
ず

進
む
ぞ
大
和
ご
こ
ろ
な
る

田
圃
融天

地
の
化
育



甘
新
鐘
に
寄
せ
セ
)
-

東
京
同
窓
会

会
長

清
水

昭

今
年
の
東
京
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
は

『
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
が
あ
る
限
り
̃
集
う
心
、
広
が
る
未
来
̃
』

を
テ
ー

マ
に
昭
和
6
 
1
年
卒
中
村
哲
也
当
番
幹
事
長
・
学
年
幹
事
が

周
到
な
準
備
を
重
ね
て
き
た
。

昨
年
は
昭
和
0
0
年
卒
古
川
淳
大
当
番
幹
事
長
・
五
味
晴

彦
事
務
局
長
の
も
と
、
四
百
名
近
く
の
同
窓
生
に
参
集
い

た
だ
き
、
丸
一
仙
三
・
仙
花
夫
妻
に
よ
る
太
神
楽
舞
台
、

応
援
練
習
と
内
藤
多
仲
先
輩
・
早
川
徳
次
先
輩
の
紹
介
ビ

デ
オ
等
を
聴
き
な
が
ら
、
幹
事
が
工
夫
し
た
名
札
を
付
け

て
参
加
者
が
相
互
に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

数
年
ぶ
り
に
校
歌
と
応
援
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
っ
て
い

た
同
窓
生
の
満
足
気
な
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
チ
ー
ム
ロ

ク
ゼ
ロ
と
役
員
、
学
年
幹
事
と
ご
参
会
の
同
窓
の
皆
様
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

東
京
同
窓
会
と
し
て
母
校
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
寄
付

と
い
う
形
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
達
と
の
諮
り
合
い
の
機

会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
安
達
徹
前
校
長

か
ら
一
深
国
際
会
議
『
山
梨
で
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
を
語

ろ
う
!
』
を
2
0
2
〇
年
9
月
2
 
3
日
(
土
)
に
開
催
し
た

い
の
で
講
師
推
薦
の
要
望
を
頂
い
た
。

当
日
は
、
基
調
講
演
に
森
は
恋
人
運
動
の
創
始
者
で
牡

蛎
漁
師
の
畠
山
重
篤
さ
ん
を
迎
え
、
志
村
昌
也
顧
問
(
貧

困
)
、
中
嶋
文
夫
副
会
長
(
外
交
)
、
島
田
敏
男
氏
(
戦
争
)
、

畠
山
重
篤
氏
(
環
境
)

を
各
分
科
会
の
助
言
者
に
お
願
い

し
て
会
議
に
臨
ん
だ
。

会
議
は
交
流
が
あ
る
県
外
二
高
校
と
海
外
二
高
校
と
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
一
高
生
は
1
2
0
名
が
参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
畠
山
さ
ん
は
、
森
林
の
腐
葉
土
で
つ
く
ら

れ
る

「
フ
ル
ボ
酸
鉄
」
が
川
か
ら
海
に
流
れ
、
牡
蛎
・
ホ

タ
テ
、
魚
介
類
な
ど
の
餌
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

豊
か
に
な
る
こ
と
、
豊
富
な
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
よ
る

海
中
の
光
合
成
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が
る
と
の
見

解
か
ら
、
「
森
と
川
と
海
の
関
係
を
自
然
に
近
い
形
に
し

て
お
く
と
い
う
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
事
」
と
結

ば
れ
た
。

そ
の
畠
山
さ
ん
は
去
る
4
月
3
目
に
、
「
大
丈
夫
」
と

い
う
言
葉
を
残
さ
れ
て
、
8
 
1
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
天
に

召
さ
れ
て
い
か
れ
た
。

畠
山
さ
ん
の
講
演
を
聞
か
れ
た
生
徒
た
ち
の
心
に
木
が

植
え
ら
れ
て
、
環
境
問
題
に
興
味
と
感
心
を
持
ち
続
け
る

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

甲
府
中
学
・
甲
府
第
二
高
等
学
校
第
6
与
回
東
京
同
窓
会

が
、
当
番
幹
事
の
皆
様
と
役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
あ
る
限
り
̃
集
う
心
、
広
が
る
未

来
̃
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私
ご
と

に
な
り
ま
す
が
、
今
春
二
人
の
娘
が
大
学
進
学
を
決
め
、

飛
び
出
す
よ
う
に
家
を
後
に
し
ま
し
た
。
彼
女
ら
が
い
た

部
屋
を
見
る
と
、
こ
れ
が
私
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
っ
た

な
と
気
づ
き
ま
す
。
家
に
い
た
と
き
よ
り
も
家
を
出
て

行
っ
た
今
の
方
が
む
し
ろ
娘
た
ち
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
も
山
梨
を
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
故
郷

の
こ
と
を
考
え
、
母
校
の
事
が
気
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
も
母
校
の
こ
と
を
気
に
掛
け
、
本
校
の

教
育
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ま
た
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
母
校
の
状
況
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

部
活
動
で
は
中
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
山
岳
女
子
・
弓
道
女

子
の
2
つ
の
部
が
出
場
予
定
、
文
化
部
は
今
年
度
香
川
県

で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
7
部
門
で
出
場
し

ま
す
。
進
学
に
お
い
て
も
今
春
の
卒
業
生
は
、
国
公
立
大

学
合
格
者
1
1
3
名
、
私
立
大
合
格
者
4
1
4
名
と
健
闘

し
、
こ
の
と
こ
ろ
安
定
し
た
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

令
和
与
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
よ
り
指
定
を
い
た
だ
い

て
い
た
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
構
築
支
援
事
業
」
も
今
年
が
最
終
年
度
で
、
ま
と
め
と

な
る
国
際
会
議
や
成
果
発
表
会
「
ブ
ラ
ン
ド
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
が
控
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
普
通
科
に
お
い
て
も

探
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
サ
ミ
ッ
ト
に

普
通
科
の
特
徴
的
な
チ
ー
ム
が
発
表
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
探
究
を
軸
に
置
い
た
学
校
と
し
て
、
「
世

界
に
漕
ぎ
出
す
知
の
冒
険
者
た
れ
」
と
い
う
目
指
す
生
徒

像
を
掲
げ
、
我
々
教
員
も
生
徒
と
共
に
探
究
の
階
段
を

上
っ
て
行
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
日
々
成
長
し
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
る
べ
く
、
す
べ
て
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

2



る
と
と
も
に
、
東
京
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
同
窓
会

令
和
七
年
度

幹
事
長

中
村

哲
也

第
6
与
回
申
府
中
学
・
甲
府
二
品
東
京
同
窓
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
当
番
幹
事
の
昭
和
6
 
1
年
卒
、
平
成
1
与
年
卒
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
同
窓
会
を
準
備
す
る
に
あ
た
り
、
清
水
昭
東
京

同
窓
会
長
を
は
じ
め
東
京
同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
東
京
な

ら
び
に
甲
府
で
の
同
窓
会
当
番
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
同
窓

生
の
皆
様
、
そ
し
て
同
級
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
多
大
な
る

ご
支
援
並
び
に
ご
指
導
を
賜
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
諦
念

誌
へ
の
広
告
・
協
賛
金
の
ご
協
力
、
並
び
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
の
東
京
同
窓
会
の
テ
ー
マ
は

「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が

あ
る
限
り

̃
集
う
心
、
広
が
る
未
来
̃
」
と
し
ま
し
た
。

昭
和
6
1
年
卒
の
私
ど
も
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
足
音
が
聞

こ
え
始
め
る
頃
、
甲
府
一
高
を
卒
業
し
ま
し
た
。
何
事
に

も
楽
観
的
と
言
わ
れ
た
バ
ブ
ル
世
代
の
私
ど
も
で
す
が
、

故
郷
(
山
梨
)

を
離
れ
て
都
会
で
時
に
く
じ
け
そ
う
に
な

り
な
が
ら
も
、
今
日
ま
で
が
む
し
ゃ
ら
に
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
同
窓
会
準
備
を
進
め
て
き
た
2
年
間
の
中
で
ふ
と

振
り
返
る
と
故
郷
(
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
)

が
頑
張
る
力
の

源
泉
だ
っ
た
と
感
じ
今
回
の
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
本
日
ほ
ん
の
ひ
と
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
会
場
で

甲
府
一
高
を
中
心
点
に
同
窓
生
が
懐
か
し
く
心
を
ひ
と
つ

に
集
め
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
明

日
か
ら
更
な
る
未
来
に
踏
み
出
す
力
の
源
泉
に
な
れ
た
ら

と
思
い
サ
ブ
テ
ー
マ
と
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、
私
が
当
番
幹
事
長
(
東
京
部
会
長
)
を
拝
命
し

た
の
は
、
私
ど
も
が
甲
府
の
同
窓
会
で
の
当
番
幹
事
の
準

備
が
始
ま
っ
た
9
年
前
に
な
り
ま
す
。
家
族
と
の
夕
食
時

に
鳴
っ
た
電
話
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、

幹
事
長
を
務
め
て
い
た
鈴
木
君
(
現
在
、
甲
府
同
窓
会
副

会
長
)

か
ら
「
中
村
、
東
京
部
会
長
や
っ
て
よ
。
東
京
に

住
ん
で
い
る
同
級
生
た
ち
の
窓
口
だ
よ
」
と
極
め
て
軽
い

口
調
で
依
頼
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
極
め
て
軽
い
気
持
ち
で
引

き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
事
の
重
大
さ
に
気

付
い
た
時
に
は
既
に
手
遅
れ
で
し
た
。
高
校
時
代
か
ら
勉

強
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
目
立
た
な
か
っ
た
私
で
し
た
の
で
、

用
意
周
到
に
物
事
を
進
め
る
力
、
人
望
や
組
織
を
ま
と
め

る
力
が
あ
る
と
は
到
底
思
え
ず
、
無
力
感
と
逃
げ
出
し
た

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
変
貴
重
な

ご
縁
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

も
無
条
件
で
力
強
く
支
え
て
く
れ
た
東
京
と
甲
府
の
仲
間

た
ち
が
い
て
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
力
を
頂
き

な
が
ら
、
本
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

結
び
に
甲
府
一
高
な
ら
び
に
東
京
同
窓
会
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
本
日
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
、
同
窓

生
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
次
期
当
番
幹
事
と
な
り
ま
す
昭
和
6
2
年
卒
の

皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

百百





一
高
生
の
英
語
能
力
に
感
心
し
て
い
る
中
、
英
語
に
よ
る
来
賓
紹
介
は
続
く

探
究
科
事
業
報
告
、
実
習
報
告
(
海
外
視
察
)
な
ど
の
紹
介
の
後
、

各
班
が
教
室
に
分
か
れ
て
分
科
会
の
発
表
へ
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睦蟻
2025山梨ブランドサミット(探究科発表会)日程表

(裏面)校舎配電図 〇葉録マ柚〇・・,かきひるん

3o 2〇 〇〇 40 3o 

午請憂付 

午請全体会会場:体青賃 

①接長・リーグ十機寄②実費/制剛紳介⑪撫家持事後複合④台重篤果実重複曾 
⑪褒鷹徽章会(フィリピン∪心細欄いびc置u陣州南o軸脚重義暮重義重義事重機) 

機動 

分持書く年季年の賀裏書にご書重く堪さい)下鴨-重奏よび刷番「重義意義重要置調書細 

①1o:3o-1o:45 

(着意) ●意義購晴は魯学年e分甘食です.その義、重職長峰タイムとなります.細田 
②10:eき-11:1o 的に農具豪農をお細いし暮す。なお、2年生は実車による真義となり暮す. 

(基細) 

⑱当抗告35 鶉灘撹韻語燕鵠禁籠患諾読㌣・1年生根タ‾ 
④11;4き-12;○○ 

重食午義隻付(12:10-12;4o) ヽヽ○○曾 ●肌運後部農具・コンソン7ム強運要具、物ル強面要具、筆録重富輸営会要具の方々は接重賞へ 
ご離農ください。 

●家賃・保表書・一機書如書の方は意義2職の3-1、3-2、3-3筆書へご事物下さい
▲ 

午義全体会会場;体青置 

①実費/招京繊組介 
⑳脚剛実意裏書 

(山南大学筆書讐義持置中手機、申膚田富録、日周裏雛、`韓書韓、山篤実和書種、中庸青書峻) 
⑪中庸一義年季年代義持裏④重職⑪筆ねりの重義 

閉会●アンケートにご協力下さい 

「やまなし創世」に害するAしネットワークD。。鼠_閥。て_京65

拠点校の実績

雷撃

Aしネットワークの徽章・長持

山梨から世界を変えていく人材

申長調日暮 や暮春し置きネットワーク東成 

田鶴を越えた合田カリキュラムの饗糠 轟榎生白教会細の定調〇億と運外責簾 

偶勧賞連化した春慶を学びのシステム青書 

あ・叢響蜜
三闇離認諾親衛醐
国境を超えたプログラム(拠点校)

・動陶物・舶鴎i閲調
・績聯動議との命日プロクラムの類

・置棚卸嫉動は生と鶏鳴微陽・鱒i嗣職関置

竃綾生国顧会議開催に向けた準備(蝿恵投)

:諜謡窮誤認」的齢転
意虞な学びの提供(蝿点綴)

J刷りC事のわライ刈腫側聞相聞はり勤は書館発動

†認護髄軸閻し糊。置関)

.既灘灘博聞開脚
(調議長大学膿調鳩i ・鵬贈【i一議閲と寄嘘か

多接な合同プログラムの実施
葉外種挺録との禽eカリキュラムの教義に轟けて

葉外裏書冒学生の年06竃以上の霊か入れ

寓綴生国照会鶏の開催
クローパル塊点と真書で○○するカの向上

探究深化(学校設定科目)の関越
○○のニーズに磨り驚喜検事学びの細事システム細事

」す

細
=
朝
日
晴
漢



Tbwn Planning with Yamanashi’s Jewelry Industry

2年生の発表は全て英語

会場は2年4組の教室。約40年ぶりの教室

あれっ?教室ってこんなに狭かったっけ?

と昔を懐かしんでいる間に、分科会の発表がスタート

ジュエリーは宝石専門学校の協力

QA質鷲答

高校生が宝石をつけるって

悪い印象にならない?

と
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
つ
け
る
こ
と
で

宝
石
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
!

一
高
生
が
制
服
に

回
田
倍
音
葛

そういう観点には気づかなかったですこ

責重な意見をありがとうございます!

というやり取りがありました。

若
者
に
は
甲
府
が
宝
石
の
町
で
あ
る
こ
と
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

l喜田

脚

各分科会のショートプレゼン

テーション発表6分、

質疑応答を含めて全体で1 5分

←当日の

プログラムは

こちらから

6



】月一木 金 l 

予 飽 8:25 

1校時 8:30-9 25 

2校時 9:35-10 30 

3校時 10:40-11 :35 

4校時 11:45-12 ●40 

基休み 12:40-13 .20 

∴S甘R∴ 日3 20-13:30音_//臆喜一一一/‾‾‾‾ 

弓枝時音 13 35-14:30 13 20-14 1す 

6枝時 14 40-15:35 14 25-15 15 

福 除 15 35-15:50 15 15-15 30 

7校嘲 15 55-16:5引 

アンケートによる研究の結果、

若者の日(日帰り料金の割引)年間パスポートの提案を予定

フレッシュな発表で

今後のさらなる

検討が楽しみ!

7

Driving the Economy Through Sports



Tburism in lねmanashi for Muslims

ハラル認証取得の和菓子(大福)でムスリム

観光客を甲府に呼び込む!

ブランドサミットの参加後、

実際の探究活動を生で拝見したいという思いが

沸々とわいてきて、道加の取材を申し込んだ。

飯島校長先生の了承をいただき、探究推進主任

の松尾先生のアテンドのもと、

追加取材開始!

探究活動の時間帯は

1、 2年生は、金曜日の

午
後
の
部
は
提
携
校
の
発
表
か
ら
ス
タ
ー
ト

海
外
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

轟

4校時(11:45へ12:40)と

5校時(13:20-14:15)

3年生は、 5校時のみ

8



ク細い評注幅

全体連絡 先生から今後のイベントの説明

与名前後で構成されるチームメンバーは

近くの席に座り、グループセッション!

付箋紙を使ったり、パソコンを使いながら、

生徒が積極的に意見交換

2
年
生
は
視
聴
覚
室
に
集
合

チ
ー
ム
ご
と
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
始

チームに帯同している先生は、積極的に指導するのでは

なく、生徒の自主性に任せて議論させ、生徒が困った時

の相談にのり、軌道修正をされていた。



10

.
ヽ

「アンケートの初めの設問って

農業に興味がありますか?」で

いいのかな?

「いいんじゃない」 ・ ‥

アンケートが完成したら

先生に提出!

3年生は

音楽室に集合

チームごとに集合

宝石産業に対する誇り、愛着、アイデンティティ、若者の

関心度向上というワードが飛び交う真剣な意見交換が展開

このテーマをきっかけに

一高に入学してくれる生徒が

増えるといいなあ・ ‥
二のテーマの活動を

一高の新たな伝統にしたい!

宝
石
斑
で
は

公
的
期
間
・
企
業
に
向
け
て
、

自
分
た
ち
の
テ
ー
マ
の
売
り
込
み
の

提
案
書
に
つ
い
て
議
論
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国璽四国

二
周
の
先
輩
(
S
5
 
0
卒
)
の
お
店
〃
魚
よ
し
〃
に
行
っ
て
さ
ま
し
た
!

同塩生が集えるお店の紹介
Places to meet, talk, and enjoy good times.

魚
よ
し

神
谷
町
駅
2
番
出
口
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
海
鮮
居
酒
屋
。

名
前
の
通
り
、
魚
(
特
に
本
マ
グ
ロ
や
ア
ジ
フ
ラ
イ
)
が

美
味
し
い
が
、
他
の
メ
ニ
ュ
ー
も
一
品
言
問
が
工
夫
さ
れ
、

美
味
の
集
大
成
と
な
っ
て
い
る
。
3
階
フ
ロ
ア
ー
は
宴
会

部
屋
が
あ
り
、
利
用
す
る
に
は
嬉
し
い
場
所
で
あ
る
。

魚よし

東京都港区虎ノ門5-2-8

加賀ビル

丁E」 O3-3433-5611

り
、
一
に

諾
謡

店
に
東
が

【
レ
ポ
ー
ト
一
R
e
つ
。
ュ
S
】

こ
れ
ま
で
、
飲
み
な
が
ら
食
事
を
し
て

終
わ
り
だ
っ
た
居
酒
屋
の
概
念
が
、
こ
の

お
店
に
来
て
覆
り
ま
し
た
!
お
話
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
味
を
堪
能
し
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
の
流
れ
を
楽
し
め
る
の
で
す
。

店
主
の
語
り
が
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
た

ク
の
ん
べ
え
の
父
ク
を
思
い
出
さ
せ
て
く

れ
、
本
来
の
美
味
し
い
お
酒
の
飲
み
方
に

気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
落
語
も
定
期

的
に
お
店
で
上
演
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

目
を
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

共
感
の
瞬
間
や
広
が
っ
て
い
く
お
話
を

存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先輩ご夫婦と

店主のご主人と共にお店

を盛り立てている先輩。

ご夫婦とても伸がいい。

そんなお二人の心のより

どころはお客様・家族で

した。

い
ざ
か
や
甲
州
屋

あ
わ
び
の
煮
貝
に
山
梨
地
酒
、

優
し
い
味
わ
い
の
ほ
う
と
う

山
梨
ワ
イ
ン
は
気
軽
に
呑
む

の
が
一
番
!

いざかや甲州屋

東京都新宿区神楽坂3-2-56

丁E」 O50-5486-1484

(定休日:土日祝日)

12

【
レ
ポ
ー
ト
一
R
e
で
○
‡
s
】

本
日
の
オ
ー
ダ
ー
は
山
梨
づ

く
し
。
あ
わ
び
の
煮
貝
に
鳥
も

つ
煮
、
甲
州
ワ
イ
ン
は
マ
ル
サ

ン
葡
萄
酒
の

「
甲
州
百
」

を

チ
ョ
イ
ス
。
こ
の
ワ
イ
ン
が
置

い
て
あ
る
と
は
驚
き
で
す
。
勧

め
ら
れ
た
料
理
「
山
梨
県
産
は

し
ぶ
ど
う
」
と
「
ブ
ド
ウ
の
新

芽
の
天
ぷ
ら
」
。
初
め
て
食
べ

た
ブ
ド
ウ
の
新
芽
は
絶
品
。
地

酒
は
「
七
賢
、
春
鸞
囁
、
笹
一
、

谷
桜
」
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
え
て
の

≡
日
焼
」
、

た
ま
ら
ん
、
隣
席
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
風
お
客
さ
ん
の
会
話
も
甲

州
弁
、
な
ん
て
贅
沢
な
B
G
M

だ
ろ
う
。
厚
切
り
の
馬
刺
し
も

美
味
い
!
最
後
は
ほ
う
と
う
で

シ
メ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
梨
を
十
分
堪
能
し
た
帰
り
は

満
員
の
中
央
線
、
否
応
な
く
東

京
の
生
活
に
連
れ
戻
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。



星型望堕聖
同窓生が集えるお店の紹介
P看acesto meet,talk,and enjoy good times.

明
日
へ
の
活
力
が
湧
く
お
店

割
烹
甲
州

塩
山
出
身
で
、
埼
玉
の
お
魚
屋

さ
ん
と
結
婚
し
経
験
を
積
ん
で
、

今
の
練
馬
に
移
っ
て
き
た
と
の
こ

と
。
ま
た
昔
か
ら
の
よ
し
み
で
、

お
魚
屋
の
下
請
け
会
社
と
の
お
付

き
合
い
が
た
く
さ
ん
あ
る
分
、
新

鮮
な
お
魚
を
提
供
出
来
る
と
。

割
烹
と
言
う
と
、
食
材
の
こ
だ

わ
り
も
含
ま
れ
高
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
こ
こ
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
も

あ
り
、
二
千
円
台
で
満
足
す
る
ま

で
美
味
し
く
お
食
事
が
出
来
る
。

割烹甲州

東京都練馬区練馬1-29-13

丁E」 O3-3991-7135

窪
事
が
大
変
で
も

ど
ん
な
に
伸
重
÷
.

姦
様
が
蕾
ん
で
く
れ
る
の
が
、

私
の
使
命
Ⅵ
に
の
よ
り
…
し
ろ

だ
と
患
う
の
。

【
レ
ポ
ー
ト
一
R
e
p
O
‡
s
】

マ
グ
ロ
の
赤
身
を
食
べ
て
、
大
き
く
領
き

ま
し
た
。
聞
達
い
な
し
!
大
人
気
の
ご
ぼ
う

サ
ラ
ダ
も
、
箸
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

お
料
理
と
共
に
傍
ら
に
女
将
が
つ
い
て
、

美
味
し
い
食
べ
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
お
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
女
将

の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
話
を
聞
い
て
、
自
然

と
気
合
い
が
入
り
ま
し
た
。

甲
州
の
味
香
る
す
て
さ
な
空
間

[
U

神
楽
坂
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト

山
梨
勝
沼
の
丸
藤
葡
萄
酒
工
業
の

「
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
」

ワ
イ
ン
を
直
送
で
仕
入
れ
、
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
に
ピ
ッ
タ
リ
な
山
梨
の
食
材
・
旬
の
も
の
を
用
意

神楽坂ルバイヤート

東京都新宿区若宮町1 0-7

丁E」 O3-5228-3903

音量星口

神楽坂通りから一本脇道を お料理に合わせたワインが
入った隠れ家風な落ち若い 充実、時間がたつのを忘れて

たお店 しまうほど

【
レ
ポ
ー
ト
一
R
e
p
。
こ
s
】

メ
一
一
ユ
ー
を
見
る
と
、
甲
州
産
の
文
字
が

い
っ
ぱ
い
。
嬉
し
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。

ソ
ム
リ
エ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

お
料
理
に
合
わ
せ
た
ワ
イ
ン
を
提
案
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に

「
ビ
ー
フ
ス
テ
ー

キ
」

(
写
真
)
は
最
高
I
・
ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
の

ワ
イ
ン
を
使
っ
た
赤
ワ
イ
ン
ソ
ー
ス
ス
デ
ー

キ
は
、
噛
み
し
め
る
ほ
ど
甲
州
ワ
イ
ン
の
香

り
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

お
店
の
方
か
ら
は
、
「
こ
こ
が
お
客
様
に

と
っ
て
、
心
の
よ
り
と
こ
ろ
と
な
っ
て
も
ら

え
た
ら
。
あ
た
た
か
い
空
間
を
ご
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
い
う
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幅

臆■■

九
十
歳
近
く
な
の
に
大
変
元
気
な
女
将
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
さ
ま
し
た
。



匡堅醒国璽
同定生が集えるお店の紹介
Place9 [o meet, talk, and enjoy good times.

旅
を
し
て
出
会
っ
た
漕

日
本
酒
パ
ル

酒
と
生
き
る

そ
の
土
地
の
美
味
し
い
お
酒
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

で
、
お
店
を
始
め
た
オ
ー
ナ
ー
。
(
甲
府
出
身
)

『
酒
と
生
き
る
」
は
、
社
訓
と
同
時
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
も
な
っ
て
い
る
。

日本酒パル
“丁bkutouseki

東京都府中市宮西町2-11・11 2F

丁E」 O42-369・3142

【
レ
ポ
ー
ト
一
R
e
つ
。
‡
s
】

店
に
入
っ
た
途
端
、
賑
や
か
な
笑
い
声

が
。
店
に
入
る
と
、
大
き
な
棚
に
い
ろ
ん

な
お
酒
が
飾
ら
れ
て
い
て
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
土
地
土
地
の
お
酒
や
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
き
た
オ
ー
ナ
ー
。
復
興

を
支
援
す
る
温
か
い
気
持
ち
が
、
お
店
の

居
心
地
を
よ
く
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

お
料
理
と
共
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
酒

を
楽
し
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

府中を中心に“○○パル’’系列店を

拡大している。

お刺身は、震災や火災で甚大な被害を受けた

岩手県の大船渡から取り寄せたもの。

桜
木
乃
舎

お
庭
で
収
穫
し
た

山
菜
の
天
ぷ
ら
や
、

も
つ
煮
の
前
菜
も
美
味

も
ち
ろ
ん
蕎
麦
は
絶
品
!

S
鈍
卒
の
同
窓
生
の
集
い
の
場
で
す
。

そば処の前の

樹齢100年の

太白桜が店名

の由来

桜木乃舎

山梨県北杜市高根町下黒澤2045

丁E」 O551-45-8166

予約は4名以上(10名未満)で

お願いします

【
店
主
中
澤
き
ん
よ
り
】

二
品
の
思
い
出
は
速
い

遠
い
昔
の
事
な
の
で
ぼ
ん

や
り
し
て
し
ま
っ
て
浮
か

ん
で
こ
な
い
‥
・
(
笑
)

生
き
が
い
は
蕎
麦
打
ち

を
続
け
て
日
々
健
康
で
過

ご
す
こ
と

店主:中澤輝仁さん(S36卒)

山梨県庁定年退職後、公益財団法人の役員、

国会議員政策秘書のお勤め後、幼少を過ごさ

れた古民家に戻られ、第4の人生で1日1組限

定の手打蕎麦処「桜木乃舎」を開業

14



匡堅国璽堅
固恵生が集えるお店の紹介
Placesto meet, talk,and enjoy good times.

来
宮
六
十
十
C
工
面
之

石
和
に
あ
る
お
洒
落
な
洋
食
屋
さ
ん

な
ん
と
い
っ
て
も
絶
品
は
・
・
・

特
製
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
(
和
牛
)

そ
う
い
え
ば
我
が
家
の
夕
食
に

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
が
出
て
こ
な
く

な
っ
た
・
・
・
(
笑
)

ニ上菅〆

心音KI丁CHEN

山梨県笛吹市石和町井戸81 -1

丁E」 O55-262-971 1
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言辞会
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「
日
新
鐘
」
に
寄
せ
て

一
組
会
会
長
峯
川

文
江

3
月
8
目
「
第
2
6
回
春
の
講
演
会
」
を
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

天
気
予
報
で
は
、
当
日
は
気
温
が
1
0
度
に
満
た
な
い
寒
さ
の
上
に
、
夕

方
か
ら
は
雪
に
な
る
と
の
こ
と
、
参
加
者
の
出
足
が
前
日
か
ら
気
に
な
り

ま
し
た
。
更
に
当
日
配
布
資
料
の
準
備
を
し
て
い
る
と
、
中
央
線
の
特
急

「
あ
ず
さ
」
「
か
い
じ
」
が
1
 
6
時
か
ら
運
休
に
な
る
と
の
情
報
も
入
り
、
キ
ャ

ン
セ
ル
者
の
増
加
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
、
受
付
が
始
ま
る
と
、
笑
顔
で
集

ま
っ
て
下
さ
る
方
々
の
様
子
に
心
配
は
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
講
師
・
冨
山
美
由
紀
氏
の
お
話
に
引
き
込
ま
れ
、
ご
持

参
の
キ
ー
ボ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
は
上
着
を
脱
ぐ

方
、
口
腔
体
操
で
は
子
供
の
頃
に
戻
っ
た
よ
う
に
ほ
ほ
を
膨
ら
ま
せ
る

方
、
「
故
郷
(
ふ
る
さ
と
)
」
の
大
合
唱
に
涙
ぐ
む
方
等
の
姿
も
あ
り
、
「
音
楽

脳
ト
レ
で
楽
し
く
若
く
記
憶
力
ア
ッ
プ
」
ま
さ
に
、
音
楽
の
持
つ
力
は
「
凄

い
!
」
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
和
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
甲
府
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々

は
中
央
線
が
運
休
に
な
る
と
い
う
情
報
に
、
早
々
に
帰
ら
れ
て
し
ま
い
、
残

念
か
つ
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
講
師
を
交
え
、
先
輩
後
輩
の

垣
根
を
超
え
て
語
り
合
い
、
笑
い
合
い
、
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
甲
府
同
窓
会
実
行
委
員
は
与
月
甲
府
同
窓
会
の
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を
、

東
京
同
窓
会
当
番
幹
事
は
東
京
同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を
、
湘

南
同
窓
会
事
務
局
は
与
月
の
開
催
予
告
を
、
あ
お
ぞ
ら
会
は
会
費
徴
収
や

募
金
活
動
な
ど
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
宣
伝
す
る
の
も
一
紅
会

懇
親
会
の
名
物
風
景
で
あ
り
、
甲
府
一
高
同
窓
会
の
活
動
の
大
き
な
柱
に

も
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
を
目
的
に
、
女
子
第
一
期
生
で
あ
る
昭
和

2
 
8
年
卒
の
先
輩
方
が
中
心
と
な
り
、
平
成
7
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
一

紅
会
」
で
す
が
、
平
成
4
年
卒
以
降
の
後
輩
へ
は
、
都
内
在
住
者
が
少
な

か
っ
た
り
、
同
期
の
繋
が
り
が
途
切
れ
て
い
た
り
と
、
引
き
継
ぎ
が
難
し

い
の
が
現
状
で
す
。
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
広
げ
る
と
い
う
目
的

は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
継
続
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
若
い

世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
ま
す
よ
う
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
一
紅
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。



甲
府
一
高
湘
南
同
窓
会
出
席
レ
ポ
ー
ト

小
学
校
ま
年
生
ま
で
茅
ヶ
崎
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
湘
南
に
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
。
遠

足
前
の
少
年
の
よ
う
な
気
分
で
「
第
2
6
回
甲
府
二
品
湘
南
同
窓
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
与
月
2
4
日
(
土
)
会
場
は
藤
沢
市
の
湘
南
鎌
倉
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
テ
ル
卒
業
年
で
昭
和
3
9
年
か
ら
昭

和

6
1
年
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
同
窓
生

2
 
7
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
丹
沢
富
雄
会
長
の
ご
挨
拶
の
後
、
校
歌
斉

唱
!
自
然
と
歌
詞
が
出
て
く
る
の
は
、
あ
の
応
援
練
習
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
。

食
事
を
し
な
が
ら
の
懇
談
で
は
、
先
輩
・
後
輩
の
垣
根
を
超
え
て
近
況
を
語
り
合
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。今

回
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
は
、
令
和
6
年
度
の
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
五
味
文
彦
さ

ん
(
卒
業
年
‥
昭
和
3
 
9
年
)
の
ご
講
演
で
し
た

掴甲府賀高胴

五
味
さ
ん
は
日
本
の
中
世
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
著
書
・
論
文
多
数
、
教
科
書
の
編
集
に
も
携
さ
わ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
生
い
立
ち
か
ら
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
偉
業
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

後
ほ
ど
、
拝
受
し
た
2
冊
の
著
書
を
じ
っ
く
り
と
読
み
込
む
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

さ
ら
に
横
澤
良
次
さ
ん
(
卒
業
年
‥
昭
和
4
2
年
)
の
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
の
ご
披
露
も
。
美
し
い
音
色

が
響
き
わ
た
り
、
会
場
全
体
が
華
や
か
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
閉
会
時
刻
と
な
り
ま
し
た
。
名
残
惜
し
み
な
が
ら
も
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ま
が
と
て
も
活
動
的
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、

「
湘
南
同
窓
会
」
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
確
信
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

記念撮影
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あ
お
ぞ
ら
共
和
国
を
支
援
す
る

甲
府
二
品
あ
お
ぞ
ら
会

甲
府
一
高
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
、
山
梨
県
北
杜

市
白
州
町
に
「
甲
府
二
局
」
の
冠
が
付
い
た
(
発
足

当
時
の
校
長
先
生
に
も
承
諾
を
い
た
だ
い
た
由
緒

正
し
い
団
体
)
「
甲
府
一
高
あ
お
ぞ
ら
会
」
が
支
援

す
る
「
あ
お
ぞ
ら
共
和
国
」
と
い
う
施
設
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

東
京
同
窓
会
や
一
紅
会
講
演
会
で

「
甲
府
二
品

あ
お
ぞ
ら
会
」

の
ブ
ー
ス
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
、
す
べ
て
の
同
窓
生
、
在
校
生
の
み
な
さ
ん

に
「
甲
府
二
局
あ
お
ぞ
ら
会
」
が
ど
う
し
て
発
足
し

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
お
ぞ
ら
共
和
国
」
、
こ
こ
は
難
病
あ
る
い
は

障
害
を
持
つ
こ
ど
も
達
と
そ
の
家
族
が
休
息
す
る

た
め
の
レ
ス
バ
イ
ト
村
で
す
。
認
定
N
P
O
法
人
、

難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
建
設

し
、
運
営
し
て
い
る
施
設
で
す
。

難
病
の
子
供
た
ち
の
多
く
は
、
人
工
呼
吸
器
や

酸
素
吸
入
が
必
要
な
ど
の
理
由
で
遠
足
や
修
学
旅

行
の
経
験
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
そ
の
家

族
、
特
に
2
4
時
間
3
6
5
日
、
こ
ど
も
の
介
護
に
当

た
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
の
休
養
(
レ
ス
バ
イ
ト
)
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
き
た
施
設
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
S
S
P
E
(
亜
急
性
硬

化
性
全
脳
炎
)

と
い
う
疾
患
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
麻
疹
感
染
後
に
ウ
ィ
ル
ス
が
脳
内
に
持
続
感

染
し
、
数
年
の
潜
伏
期
間
を
経
て
進
行
性
の
神
経

症
状
を
呈
す
る
疾
患
で
、
2
歳
未
満
に
麻
疹
に
感

染
し
た
症
例
が
多
く
、
麻
疹
患
者
の
十
万
人
か
ら

数
十
万
人
に
一
人
と
極
め
て
稀
な
疾
患
で
す
。

私
も
「
甲
府
一
高
あ
お
ぞ
ら
会
」
に
入
会
す
る
ま

で
、
「
な
ぜ
麻
疹
に
悟
っ
た
だ
け
で
ニ
ュ
ー
ス
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
甘
酸
っ
ぱ
い
恋

や
反
抗
期
の
よ
う
に
、
誰
も
が
一
度
は
若
い
時
期

に
経
験
す
る
も
の
の
比
喩
表
現
で
「
麻
疹
の
よ
う

な
も
の
‥
」
と
よ
く
聞
き
、
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
疾
患
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
か

聞



ら
予
防
接
種
の
重
要
性
、
特
に
予
防
接
種
対
象
か

ら
外
れ
て
い
た
私
た
ち
世
代
の
男
性
の
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
の
必
要
性
に
気
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
麻
疹
に
悟
っ
た
こ
と
も
忘
れ
か
け
た

学
童
期
に
な
っ
て
徐
々
に
運
動
障
害
等
が
進
み
、

介
護
を
す
る
両
親
、
特
に
お
母
さ
ん
の
愛
は
偉
大

だ
と
、
表
面
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
思
い
知
り
ま

し
た
。

だ
か
ら
、
た
っ
た
2
日
か
3
日
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
に

休
息
し
て
も
ら
え
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
う

よ
ゝ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
「
あ
お
そ
ら
共
和
国
」
の
実
行
委
員
を
さ
れ

て
い
る
田
伏
純
子
さ
ん
(
昭
和
4
4
年
卒
)
の
お
嬢
さ

ん
も
ま
た
青
春
真
っ
た
だ
中
の
高
校
二
年
生
の

時
、
突
然
、
S
S
P
E
を
発
病
し
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
ろ
、
「
あ
お
そ
ら
共
和
国
」
構
築

を
目
標
と
す
る
、
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
ヶ
夢
〃
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
、
構
築
・
運
営
に
深
く
携

わ
っ
て
い
た
小
児
科
医
の
小
口
弘
毅
さ
ん

(
昭
和

4
5
年
卒
)
が
一
紅
会
講
演
会
(
2
0
1
3
年
3
月
)

で
山
梨
県
北
杜
市
白
州
町
に
難
病
の
こ
ど
も
達
の

た
め
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
建
設
し
て
い
る
講
演
を
さ

れ
、
田
伏
さ
ん
も
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

語
り
、
こ
の
講
演
会
を
機
に
「
活
動
を
支
援
す
る

会
」
が
立
ち
上
が
り
、
甲
府
一
高
同
窓
生
か
ら
発
信

し
て
、
輪
を
外
に
向
け
更
に
大
き
く
大
き
く
広
げ

て
い
こ
う
、
と
大
き
な
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
、

「
あ
お
ぞ
ら
共
和
国
」
を
支
援
す
る
「
甲
府
一
高
あ

お
ぞ
ら
会
」
が
2
′
0
1
4
年
2
月
1
 
5
日
に
発
足
し

ま
し
た
。

ま
た
、
「
甲
府
一
高
あ
お
ぞ
ら
会
」
で
は
、
強
行
遠

足
を
経
験
し
た
同
窓
生
な
ら
で
は
の
春
と
秋
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
オ
ー
ク
(
1
0
血
近
く
歩
き
ま
す
)

や
「
あ
お
ぞ
ら
共
和
国
」
施
設
の
草
刈
り
を
通
し

て
、
こ
ど
も
達
と
そ
の
家
族
の
笑
顔
が
さ
ら
に
大

き
く
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
し
て
、
こ
ど
も
達

や
そ
の
家
族
か
ら
自
分
た
ち
も
笑
顔
を
も
ら
え
る

よ
う
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

新
生
児
医
療
の
目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
っ
て
、

助
か
る
こ
ど
も
達
が
飛
躍
的
に
増
え
た
一
方
、
命

は
と
り
と
め
た
も
の
の
、
治
療
困
難
な
重
度
の
障

害
を
持
つ
こ
ど
も
達
、
一
定
の
確
率
で
発
症
す
る

遺
伝
的
疾
患
を
持
つ
こ
ど
も
達
が
い
る
こ
と
を
、

特
に
、
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
若
い
同
窓
生
の
み
な

さ
ん
、
在
校
生
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
同
窓
生
・
在
校
生

が
「
甲
府
二
品
あ
お
ぞ
ら
会
」
の
仲
間
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
難
病
あ
る
い
は
障
害
を
持
つ
こ
ど
も
達

と
そ
の
家
族
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
「
協
力
で

き
る
時
に
、
協
力
で
き
る
こ
と
」
を
、
仲
間
で
楽
し

く
協
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

甲府一高あおそら会Web

h亡亡ps://ymkp〃net/aozora/

聞
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日
新
鐘
2
0
2
与

協
賞
会
社
協
賛
善
(
敬
謹
)

本
年
も
多
数
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ア
ソ
シ
ア
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
(
株
)

●
(
株
)
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
甲
府

●
小
泉

敦
夫

(
昭
和
2
9
年
卒
)

●
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
(
株
)
P
P
H
開
発
管
理
部

●
小
林

信
雄

(
昭
和
飢
年
卒
)

●
(
有
)
サ
イ
キ
商
事

●
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー
S
A
I
K
I

斎
木

雅
司

(
昭
和
6
3
年
卒
)

●
さ
い
と
ゝ
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク

斎
藤

昭
人

(
昭
和
4
7
年
率
)

●
樋
口

正
俊

(
昭
和
飢
年
卒
)

●
日
野
台
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
F
C

●
降
矢

賢
之

(
平
成
元
年
卒
)

●
平
成
元
年
卒
業
生
有
志

24

●
本
多

明
美

(
昭
和
0
0
年
卒
)

三
浦

博
美

●
安
達
実
名
美

●
池
田

秀
雄

●
石
井

孝
明

●
石
山

利
男

●
石
山

厚
子

●
打
越
F
C

●
円
明
寺

住
職

小
林

●
荻
野

正
吾

●
河
西

弘
大

●
金
井

芳
朗

(
昭
和
5
8
年
卒
)

(
昭
和
5
8
年
卒
)

(
昭
和
4
3
年
卒
)

(
昭
和
5
7
年
卒
)

(
昭
和
4
3
年
卒
)

(
昭
和
4
6
年
卒
)

●
斉
藤

透

(
昭
和
0
0
年
卒
)

●
桜
木
之
舎

中
澤

輝
仁

(
昭
和
3
6
年
卒
)

●
佐
野

直
樹

(
昭
和
5
4
年
卒
)

●
島
田

敏
男

(
昭
和
5
2
年
卒
)

●
昭
和
5
9
年
卒
業
生
一
同

●
昭
和
飢
年
卒
3
年
1
組
有
志
一
同

●
(
株
)
昭
和
鉄
工

●
み
か
み
歯
科
医
院

三
神

厚

(
昭
和
4
8
年
卒
)

三
神

智
美

(
昭
和
5
0
年
卒
)

●
南
牧
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
首
都
圏
チ
ー
ム

代
表

大
津

敬
造

(
昭
和
5
9
年
卒
)

●
三
谷

恒
行

(
昭
和
2
6
年
卒
)

●
望
月
国
際
特
許
事
務
所

望
月

義
時

(
昭
和
4
1
年
卒
)

●
諸
平

秀
樹

●
矢
野

秀
樹

●
山
村

勇
司

●
山
本

秀
彦

(
昭
和
3
 
0
年
卒
)

(
昭
和
5
 
2
年
卒
)

(
平
成
元
年
卒
)

(
昭
和
4
 
1
年
卒
)

康
洋

(
平
成
元
年
卒
)

(
昭
和
5
 
9
年
卒
)

(
平
成
元
年
卒
)

(
昭
和
飢
年
卒
)

●
(
有
)
貢
川
観
光
産
業

板
橋

明
好

●
神
宮
寺

聡

●
田
中

美
和

●
谷
口
百
合
子

●
2
0
1
ゴ
ル
フ
会

(
昭
和
飢
年
卒
)

(
平
成
元
年
卒
)

(
昭
和
5
 
9
年
率
)

(
昭
和
3
 
6
年
卒
)



日
新
鐘
2
0
2
与

広
告
目
次
(
敬
称
暗
)

●
(
株
)

乙
黒

●
(
株
)

サ
ン
テ
ッ
ク

5
1

4

か

●
甲
斐
囲
河
内
領
一
宮
賀
茂
神
社
…
…
…
2
 
3

●
山
田
Y
B
S
グ
ル
ー
プ
…
三
…
…
…
…
‥
4
 
3

き

●
(
有
)

キ
タ
ム
ラ

し

●
(
株
)

シ
オ
ザ
ワ

く

●
G
R
A
C
E
 
W
I
N
E
…
・
…
…
…
…
・
3
2

本
年
も
多
数
の
広
告
掲
載

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

け

●
ケ
イ
カ
ン
パ
ニ
ー

●
(
株
)
警
備
サ
ー
ビ
ス
輝
…
…
…
…
…
・
4
 
3

こ

●
(
有
)

甲
州
工
業

あ

●
ア
ー
ス
・
リ
サ
ー
チ
有
限
会
社
…
…
…
3
6

●
I
I
P
O
W
E
R
S

(
株
)
…
…
…
…
…
4
4

●
(
有
)

ア
ウ
テ
リ
ア
あ
か
ぎ
わ
…
…
…
‥
・
4
2

●
青
柳
広
美

(
真
上
奈
津
子
)
…
…
…
…
‥
4
6

●
一
級
建
築
士
事
務
所

ア
ク
シ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

…
…
…
…
3
9

●
(
株
)

ア
セ
ッ
ツ
ア
ー
ル
ア
ン
ド
デ
ィ
「
4
4

●
河
野
ス
ポ
ー
ツ
一
株
)
…
・
…
…
・
…
…
‥
4
7

●
甲
府
一
高
あ
お
ぞ
ら
会

…
…
・
…
…
…
4
2

●
甲
府
一
高
空
手
部
有
志

…
…
三
…
…
・
4
5

●
甲
府
一
高
湘
南
地
区
同
窓
会
‥
…
:
…
…
・
4
2

●
甲
府
一
高
東
京
5
0
会

…
…
…
…
…
…
4
 
1

●
甲
府
一
高
東
京
5
1
会

…
…
三
…
…
…
3
3

●
(
医
)
慈
広
会

介
護
老
人
保
健
施
設
メ
イ
プ
ル
…
…
・
4
0

●
清
水
喜
彦
(
山
梨
県
人
会
)

…
…
…
…
4
3

●
シ
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

…
…
…
‥
3
6

●
医
療
法
人
社
団
鵠
志
会

伴
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

…
‥
…
…
…
4
1

●
(
株
)

S
H
O
E
I

●
(
株
)

少
囲
民
社

4433

●
昭
和
4
 
2
年
卒
業
生
一
同
…
…
…
…
…
・
4
 
5

●
昭
和
飢
年
卒
業
生
一
同

…
三
…
…
‥
‥
表
3

●
甲
府
二
品
5
 
9
会

●
(
有
)

ア
ン
リ
ミ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

…
…
3
9

●
甲
府
下
石
田
食
堂

い

●
飯
田
鉄
工

(
株
)

●
い
ざ
か
や
甲
州
屋

●
石
黒
工
務
店

724434

●
国
際
建
設

(
株
)

●
五
光
電
工

(
株
)

●
小
島
精
肉
店

訂
‖
‖364938364

●
昭
和
6
2
年
卒
業

す

●
(
有
)
水
質
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ア
ク
ア
…
…
・
2
 
8

●
須
貝
整
形
外
科

●
鈴
木
製
菓

(
株
)

●
住
友
不
動
産

(
株
)

740354

●
合
同
会
社
イ
ズ
マ
タ
…
・
…
…
…
…
‥
4
7

う

●
(
株
)

う
ち
だ

●
内
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

4453

●
(
株
)

コ
ス
モ
エ
ナ
ジ
ー
…
…
…
…
…
・
4
1

さ

●
さ
い
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

…
…
:
…
…
‥
・
4
 
5

た

●
(
有
)
太
陽
設
備
シ
ス
テ
ム
…
…
…
…
‥
・
3
 
8

●
大
丸
商
事

(
株
)

45

●
佐
野
工
業

●
泰
和
電
気
工
業
(
株
)
…
…
…
‥
‥
…
・
…
3
 
9

お

●
大
泉
は
な
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク

…
…
…
…
:
4
 
0

●
茶
房
ど
ん
ぐ
り

●
(
株
)

高
野
塗
装
店

42
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●
(
株
)

タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
…
…
…
…
…
・
4
 
1

●
目
星

(
株
)

ま

●
ま
る
い
林
材

-
」
」
引
出
臆

●
武
田
神
社

●
(
株
)

た
け
ま
る

8344

●
日
本
情
報
産
業
(
株
)
…
…
…
…
…
…
・
4
 
4

●
一
級
建
築
士
事
務
所
日
本
美
環
室
…
…
・
3
 
4

み

●
(
株
)
緑
が
丘
設
備

47 45

26

●
(
有
)
宮
川
レ
ッ
カ
ー
…
…
…
…
…
…
4
 
0

ち

●
T
E
A
M
5
7
T
O
K
Y
O
…
…
…
…
…
3
 
9

●
T
E
A
M
ロ
ク
ゼ
ロ
東
京
…
…
・
…
…
・
2
 
9

●
C
h
主
k
 
a
k
 
O
 
D
 
a
 
n
 
C
 
e

●
宗
教
法
人
入
明
寺

●
(
株
)
ニ
ュ
ー
平
和

9314

●
延
福
山
妙
泉
寺

め

●
(
株
)

メ
モ
リ
ア
ル
ハ
ー
ト
法
事
の
窓
口

4322

S
 
C
h
 
O
 
O
l

て

●
(
株
)

で
り
坊

と

●
東
京
三
五
会

●
東
京
四
四
会

●
東
京
4
7
会

●
東
京
4
9
会

645414435404

ね

●
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
甲
斐
(
株
)
…
…
…
…
:
4
2

は

●
B
a
r
 
B
O
n
d
S
…
…
…
…
…
…
・
4
 
6

も

●
医
療
法
人
社
団
望
月
耳
鼻
咽
喉
科
…
…
・
4
 
5

や

(
株
)

や
さ
し
い
手
甲
府
…
…
…
…
…
…
3
 
6

●
(
株
)

は
く
ぱ
く

(
株
)

山
市
成
工

●
土
地
家
屋
調
査
士
花
輪
事
務
所
…
…
…
4
 
1

●
馬
場
設
計

山
梨
ク
ラ
リ
オ
ン

(
株
)
…
…
…
…
…
…
4
5

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
百
々
諏
訪
神
社
…
…
2
 
2

●
(
株
)

早
野
組

表
2

山
梨
新
報
社

●
東
京
5
 
3
会
(
昭
和
5
 
3
年
卒
業
生
一
同
)

…
3
7

●
東
京
一
高
S
5
 
8

●
東
和

●
(
株
)

常
磐
ホ
テ
ル

134463

ひ

●
ひ
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
4
2

●
(
有
)

ヒ
ロ
野
草
研
究
所
…
…
…
…
…
・
4
6

●
ヒ
エ
ー
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

(
株
)

2
1

ふ

●
フ
ォ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
…
…
…
:
…
…
4
0

●
富
士
観
光
開
発
(
株
)
…
…
…
…
・
…
…
4
5

ゆ

(
株
)

日
G
都
市
建
築

ユ
タ
カ
電
機

(
株
)

542454

よ

4
 
8
ク
ラ
ブ
(
昭
和
4
 
8
年
卒
有
志
)
…
…
…
…
3
 
7

社
会
福
祉
法
人
四
つ
葉
福
祉
会
…
…
…
…
4
4

ら

(
株
)

ラ
ン
ウ
ィ
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
…
…
‥
4
 
4

●
都
立
大
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
…
…
…
…
4
 
0

な

●
(
株
)

内
藤
ハ
ウ
ス

●
(
有
)

中
川
看
板
店

●
中
澤
経
理
事
務
所

834444

●
富
士
急
行

(
株
)

●
富
士
冷
暖

(
株
)

●
(
有
)
F
し
A
T

●
(
株
)
B
し
O
O
M

33735364

り

医
療
法
人
立
星
会

林
野
内
科
医
院

わ

(
有
)
若
月
建
設

わ
た
げ
の
会

●
(
株
)
中
嶋
文
夫
十
D
・
A
設
計
事
務
所
…
4
 
2

へ

●
(
株
)

ベ
ス
ト
ア
ド
バ
イ
ス
…
…
…
…
・
・
4
 
4

(
株
)
渡
辺
工
業
所

に

●
2
0
1
ゴ
ル
フ

ほ

●
ホ
テ
ル
東
京



編集後記

『日新鐘Vol.31』の制作にあたり、「現役一高生の

活躍をぜひこの目で見てみたい! 」という想いから

取材をお願いしたところ、快くご承諾いただき、約

40年ぶりに一高の校内に足を踏み入れることがで

きました。久々の校内では、次第に当時の記憶がよみ

がえり、懐かしさに包まれながら取材を進めました。

廊下ですれ違う一高生たちの元気いっぱいの「こ

んにちは! 」の挨拶がとても爽やかで清々しく、大変

心地良い気分になり、楽しく取材ができました。取材

に際し、多大なるご協力を賜りました校長先生をは

じめ、探究推進主任、そして他の先生方にも、この場

をお借りしまして感謝を申し上げます。

『日新鐙』の発行にあたっては、東京近郊のみなら

ず、山梨県内の企業・個人を含め、多くの方々より広

告・協賛のご支援をいただき、ありがとうございまし

た。また、取材を快く引き受けてくださったお店の

方々もありがとうございました。みなさまの熱い「一

高愛」をひしひしと感じるとともに、自分も同窓生で

あることに改めて誇りを持ちました。

当番幹事の拙い原稿を見違えるほどブラッシュ

アップしてくださり、印刷をご担当いただいた少園

民社様にも深く感謝を申し上げます。

今年のテーマ「心のよりどころがある限り一集う

心、広がる未来へ」のもと、同窓生のみなさまが故郷

のような心のよりどころを軸に集い、これからの未

来に向けて飛躍し一層ご活躍されることを心より

願って-この編集後記を締めくくらせていただき

ます。

令和7年度当番幹事 昭和61年卒

幹事長 中村哲也

副幹事長 新井由紀子、米山剛

事務局長 内田昭彦

懇親会部会 新井由紀子、内田昭彦、小田切充、中村哲也、米澤和子

会計部会 三谷到、内田昭彦

広告部会 松野哲郎、新井由紀子、内田昭彦、小田切充、高井正恵、中村哲也、

三谷到、簗田知子、米澤和子、米山剛

IT部会 小田切充、新井由紀子

一紅会部会 薬園知子、新井由紀子、高井正恵、米澤和子、小田切充

諦念誌部会 米山剛、新井由紀子、高井正恵、三谷到

草生山梨部会 鈴木清文、野澤俊英、小林玲夫、皆川千香子、饗場紀仁
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2025年7月19日(土) 新宿住友ホール

この同窓会誌は再生可能電力(C02

排出ゼロ電力)で印刷されています。


